
  

  

  

 

 

 

                令和８年５月号 文責：大達高弘 

支えられているからこそ 
 

 

 

 

 

 

 

田植え（５年生）           茶っ友隊 

 

 

 

 

 

 

     

 

ミシンボランティア（６年生）    野菜の苗植え（２年生） 

 

 

 

  

 

 

 

 

      読み聞かせ       さつまいもの苗植え（すくのびにこさん） 

上記の写真は、学校だより４月号を発行して以降に、地域ボラン

ティアの皆様に支えられて行った活動の様子です。毎週のように

地域ボランティアの皆様にご来校いただき、様々な教育活動を支

えていただいています。私が知る限り、ボランティアとして来校さ

れる人数、回数がここまで多い学校はなかなかないと思います。そ

れだけ、周布小学校は保護者・地域の皆様に支えられているという

ことです。私は、これまで教諭、教頭、そして今は校長として、３

度目の周布小学校勤務になるのですが、この地域とのつながりの

強さは、まさに周布小学校の強みであり、自慢です。 

先日、２日連続でご来校くださったあるボランティアの方が、

「昨日出会った２年生の子が、自分の名前を呼んで手を振ってく

れたんだ」と、嬉しそうに私に教えてくださいました。そのお話を

聞いた時、名前を覚えてその方に声をかけた２年生と、その声に温

かい笑顔で応えてくださったボランティアの方とのやりとりの様

子・姿が頭に思い浮かびました。そして、温かい気持ちになりまし

た。素敵ですよね。子どもにとって、こういう瞬間って、きっと宝

物になると思うのです。こういう出会いや経験が、自分のふるさと

に対する愛着や誇りにつながっていくのだと思うのです。 

校長室の黒板には、大麻まちづくりセンターさんがつくってく

ださった【おとなは子どもの応援団】というチラシが貼ってありま

す。周布には、子どもの応援団がたくさん、たくさんいます。地域

に支えられているからこそ学校がある。そのことを改めて強く実

感することができたこの１ヵ月でした。 

田植えに挑戦！（５年生） 
 小雨の降るあいにくの天気でしたが、５月１日、５年生が田植え

をしました。総合的な学習の一環としての体験活動でした。毎年お

世話になっている山崎 誠様に今年度もお世話いただき、多くの

地域ボランティアの皆様のご協力を得ながら、事前学習からこの

日の田植えまでの一連の活動に取り組みました。 

 多くの子どもたちが初めて体験する田植え。泥の感触や作業の

大変さなどを感じながら、一生懸命に田植えをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、活動後の子どもたちの感想です。ぜひご覧ください。 

 

○実際にたんぼの中に入ってやってみると、相当難しくて、土のやわ 

らかさや温度の違いなどがあって、ふしぎでした。自分がふんだと 

ころに植えようとしても、あなが深くあって、植えるのが難しかっ 

たです。これから自分たちで米のいろいろなことを調べていって、 

米のことをもっと知りたいです。自分でできるようになったのがう 

れしかったです。 

○農家さんはぼくたちがやった何倍も植えていて大変だと思いました。

地域の方といっしょに田植えをして、難しかったけど、楽しかった 

です。地域の方からほめられてうれしかったです。 

○農家の方は、毎年こんな大変な仕事をやっていて、骨が折れそうな 

 くらいにつらくても、みんなにお米をおいしく食べてもらうために 

 頑張ってくださっているのがすごいなと思いました。今日植えた苗 

 が成長して、立派なお米がたくさんできるように大事に育てていき 

たいと思いました。 

○私たちが活動しやすいように、地域のみなさんが工夫してくださっ 

ているのがうれしかったです。これからの調べ学習では、お米のこ 

とについてだけではなく、米づくりをしている時の、農家の人の気 

持ちも調べたいです。 

 

田植えを実際に体験したことで、５年生は本当に多くのことを

学ぶことができたようです。ご協力くださった皆様ありがとうご

ざいました。 

実際に体験することの大切さ 
学校では、どの学年も様々な体験活動に取り組みますが、実際に

体験すること（直接体験）にはどんな意義があるのでしょうか。 

１．学びが「自分の宝物（財産）」になる 

○イメージや情報だけで知るのではなく、実際にやってみるこ 

とで、本質的な理解が得られる。 

○自分自身が主となって経験することで、能動的に考え、責任感

や主体性が養われる。 

２．豊かな人間性と社会性の育成 

○自然や異文化、他者とのかかわりの中で、感動や喜び、時には

失敗や悔しさを感じ、豊かな感情が育まれる。 

○仲間と協力、競争する中で、社会性や規範意識、他者と協働す

る力が身につく。 

３．自己理解と「生きる力」の育成 

○興味のあることに触れることで、自分の感性に訴えるものを 

見つけ、やりたいことが明確になる。 

 

これからもよりよい体験活動を大切にしていきます。 



下の写真は、児童昇降口掲示板の委員会活動コーナーの様子で

す。児童総会で報告のあった内容が見える形で掲示されています。 

 

 

 

 

 

 

パワフル ：みんなの元気の良さを大切にしていく 

カラフル ：みんなの個性を大切にしていく 

ハートフル：みんなを思いやる 

フルを３つ集めて、フルスリー 

このテーマは、７つある委員会の中の実行委員会が考えたもの

です。今年度の周布小学校の合言葉【みんなの笑顔があふれる周布

小学校 ～スパークフル～】の実現を目指し、周布小の子どもとし

て、自分たちはどうあるべきか、何ができるのか、何をすべきなの

か…と、一生懸命に考えたテーマが、この【フルスリー】です。こ

の【フルスリー】が達成された時、周布小学校は【スパークフルな

周布小学校】になるんだと考えてくれました。子どもたちが、学校

の合言葉を自分事として捉え、その実現のために頑張ろうという

気持ちをもって考えてくれたことが、本当にうれしかったです。実

行委員会のメンバーには感謝しかありません。さらに、２３４人の

笑顔があふれる学校にするために、毎日、様々な活動に意欲的に取

り組んでくれている各委員会の子どもたちにも感謝しています。

この【フルスリー】が達成された時、周布小学校は間違いなく【ス

パークフル】な周布小学校になるはずです。楽しみですね。 

挑戦 陸上大会に向けて 

今年度の浜田市小学校陸上競技大会は５月２１日（木）に予

定されています。毎年のことではありますが、５・６年生は全

員が選手です。自分の目標に向かい、体育の時間や放課後を使

って、一生懸命に練習に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

この大会には、浜田市内の小学校と浜田ろう学校の５・６年

生が出場します。もちろん、他校児童との交流を深めることも

ねらいの一つではありますが、大会である以上、順位がつきま

す。おそらく、子どもたちも大会での好成績、上位入賞を狙っ

ているはずですが、勝負事は必ずしも自分が望むような結果が

出るとは限りません。私は、この陸上練習そして大会を、子ど

もたちの【挑戦】の場だと考えています。自分の限界を超える

ための挑戦、自己記録への挑戦、すなわち自己への挑戦です。 

大会当日には、練習を始めた頃と比べて、大きく成長し、心

身ともにたくましくなった周布っ子の姿が見られることを願っ

ています。頑張れ、周布っ子！！ 昨日までの自分を超えろ！ 

茶っ友隊が始まりました
今年度で３年目となる茶っ友隊。より多くの方に参加していた

だきたいという願いから、今年度は、すぐーるを活用しての広報活

動やＰＴＡ総会の場でのＰＲを行いました。 

そして、今年度の茶っ友隊が５月１２日（火）にスタートしまし

た。開催日の昼休みにはたくさんの子どもたちがＯＳに集まり、茶

っ友隊の皆さんと一緒に好きなことをしながら楽しい時間を過ご

しました。ＯＳには、子どもたちだけではなく、初めて茶っ友隊に

参加された保護者のみなさんの笑顔や笑い声も溢れ、温かくて素

敵な時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や地域の方が自由に来校され、子どもたちと一緒に休み

時間を楽しく過ごすというような取組をしているのは、浜田市で

は周布小学校だけです。まさに、学校・家庭・地域が一体となって

子どもの健全育成を目指す取組だと感じています。昨年度から、市

内すべての学校で始まったコミュニティスクール。この茶っ友隊

は周布小学校のコミュニティスクールとしての活動の大きな柱の

一つでもあります。 

学校教育目標【郷土に根ざした健全な児童の育成】、そして【み

んなの笑顔があふれる周布小学校 ～スパークフル～】の実現の

ためには、何といっても人と人のつながりが不可欠です。子どもと

大人が、難しいことは抜きにして、遊びを通してかかわる・つなが

るこの茶っ友隊を、さらに充実させていきたいと思っています。 

茶っ友隊にはいつでも、どなたでも参加できます。ぜひご協力を

お願いします。ご連絡は校長（大達）まで、お気軽にどうぞ。 

６月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

２日（火）避難訓練 

３日（水）委員会活動 

４日（木）内科検診 

５日（金）全校朝礼 

９日（火）ＳＣ来校 茶っ友隊（低学年） 

１１日（木）読み聞かせ 

１１日（木）・１２日（金）修学旅行（６年生） 

１６日（火）ＳＣ来校 茶っ友隊（高学年） 

１７日（水）クラブ活動 

１８日（木）歯科検診（すくすく・１～３年生）  

耳鼻科検診（１・３・５年）  ＰＴＡ総務委員会 

１９日（金）学習公開日（人権・同和教育）・救命救急法講習会 

２３日（火）ＳＣ来校 

２５日（木）読み聞かせ 歯科検診（４～６年生）  

２６日（金）茶っ友隊（中学年） 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


